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な
つ
か
し
の
大
洲
⑦

(
旧
大
洲
市
庁
舎
)

4

司
旧
庁
舎
(
現
在
の
市
庁
舎
駐
車
場
前
か
ら
)

一一一一一一一時鴫

ご均 句 、

現
在
の
市
庁
舎
は
、
市
制
施
行
三
十
周
年
を
迎
え
た

昭
和
五
十
九
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
約
三

十
年
間
、
市
行
政
の
拠
点
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
旧
庁

舎
で
し
た
。

旧
庁
舎
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
大
洲
町
庁
舎
と
し
て

建
設
さ
れ
、
昭
和
二
十
九
年
の
市
制
発
足
と
と
も
に
、

大
洲
市
庁
舎
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
後
、
昭
和
三
十
五
年
に
増
築
を
行
っ
た
ほ
か
、
旧
郵

便
局
(
昭
和
七
年
建
築
)
や
旧
公
会
堂
(
昭
和
十
二
年

建
築
)
が
事
務
所
と
し
て
取
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
か
ら
ス
タ
卜
し
た
新
庁
舎
の
建
設

計
画
も
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
で
一
時
中
断
。

計
画
が
再
開
さ
れ
、
旧
庁
舎
が
と
り
こ
わ
さ
れ
た
の
は
、
ト

昭

和

五

十

七

年

の

こ

と

で

し

た

。

一

今月の閉庁土曜日は

8月10日と24日です

市民の皆様のご理解と

ご協力をお願いします。

06月定例市議会・……・・…P2 

OJIIまつり….....一……・….p3 

0職員の募集(市役所外)…P4 

0入居者募集...・H ・.....・H ・..p5 

(八多喜元町団地)



平成3年8月1日

久米小屋内運動場

南久米小校舎

嘗田公民館

おおず広報

六
月
定
例
市
議
会
は
、

六
月
十
三
日
か
ら
二
十
四
日

十
二
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
年
度
補
正
予
算
関
係
九

6月定例市議会

ま
で
、今

回
の
議
会
に
は
、

ヰ
丁
、
，々l
'

条
例
関
係
七
件
、

六
件
の
計
二
十
四
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

な
ど
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

課
税
転
嫁
分
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
、

九
月
議
会
で
そ
の
見
直
し
案
を
提
案
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
二
年
度
の
決
算
状
況
に

つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
環
境
ド
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
健
全
財
政
を
堅
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

通
常
国
会
で
は
消
費
税
法
の
一
部
改

正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
市
と
し
て
は
、

消
費
税
見
直
し
の
経
過
と
他
市
の
状
況

議
員
提
出
案
件
二
件
、

そ
の
他

補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計

十
二
(
億
二
千
二
百
九
十
七

万
円

特
別
会
計
一
億
千
百
六
十
九
万
円

企
業
会
計
千
六
百
十
八
万
円

合
計
十
四
億
五
千
八
十
四
万
円

今
回
の
補
正
で
予
算
総
額
は
二
百
四

億
三
千
六
百
三
万
円
と
な
り
、
昨
年
同

期
と
比
べ
る
と
一
六
億
三
百
九
十
四
万

円
(
約
八
・
一
立
%
)
増
加
し
ま
し
た
o

v
一
般
会
計

今
白
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
百
十
二
億
五
千
二
百
九
十
七
万

円
と
な
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
四

億
七
千
三
百
一
万
円
(
約
四
・
四
%
)

増
加
し
ま
し
た
。

総
務
費
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
建
設

事
業
に
千
八
百
四
十
万
円

民
生
費
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業

(
生
活
環
境
整
備
)
に
二
億
二
千
七
百

三
万
円

衛
生
費
大
洲
市
・
喜
多
郡
町
村
組
合

負
担
金
追
加
と
し
て
八
千
百
二
十
三
万

円農
林
水
産
業
費
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
構
想

推
進
事
業
費
補
助
金
と
し
て
二
千
二
百

九
十
七
万
円
、
県
単
林
道
事
業
補
助
金

と
し
て
三
千
九
百
二
十
五
万
円

商
工
費
大
洲
市
観
光
ビ
デ
オ
製
作
費

に
百
三
十
万
円

土
木
費
辺
地
対
策
事
業
に
五
千
六
百

万
円
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
危
険

ヵ
所
調
査
委
託
料
と
し
て
八
百
万
円
、

土
地
利
用
(
用
途
地
域
)
変
更
計
画
書

策
定
業
務
委
託
料
と
し
て
九
百
万
円
、

大
洲
停
車
場
南
線
改
良
事
業
に
六
千
七

百
八
万
円
、
公
営
住
宅
川
西
団
地
建
替

事
業
に
一
億
三
千
百
五
十
一
万
円

消
防
費
消
防
施
設
整
備
事
業
に
三
千

九
百
十
二
万
円

教
育
費
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
に

二
億
九
千
四
百
三
十
一
万
円
、
菅
田
公

民
館
建
設
事
業
に
一
億
六
百
八
十
八
万

円

条

伊J

関

係

V
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
審

議
会
条
例

V
大
洲
市
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
支
給

条
例
の
一
部
改
正

V
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
そ
の
他

の
給
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

V
教
育
長
の
給
与
、
旅
費
及
び
勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

V
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

V
大
洲
市
立
徳
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

V
有
給
吏
員
退
陣
料
条
例
等
を
廃
止
す

る
条
例議

員

提

出

案

件

V
大
洲
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
地
方
白
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

議
会
に
議
会
運
営
委
員
会
を
設
置
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の

で
す
。
V
大
洲
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

2 

そ

イ也

の

V
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
V
字
の

廃
止
に
つ
い
て
(
三
件
)

V
平
成
一
一
年

度
公
営
住
宅
(
元
町
団
地
)
新
築
工
事

の
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
V
専
決

処
分
し
た
事
件
の
報
告
並
び
に
ポ
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議

A
Z
 

人

事

議
会
運
営
委
員
の
選
任

(
O委
員
長
、

O
副
委
員
長
)

O
小
泉
紘
文

O
橋
本
猶
範
吉
岡
昇
平

一
一
吉
一
義
邦
久
保
幸
一
竹
田
豊
記



おおず

肱
川
い
か
だ
涜
じ
大
会

広報

龍馬を追え.ノ

平成3年8月1日

夏
恒
例
の
H

肱
川
い
か
だ
流
し
大
会
山

を
、
今
年
は
八
月
三
目
、
四
日
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
す
。

三
日
は
、
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
に
ち

な
み
、
龍
馬
号
と
銘
打
っ
た
川
舟
を
仕

立
て
て
五
十
崎
町
豊
秋
橋
(
小
田
川
)

か
ら
肱
川
に
か
け
て
川
下
り
。
そ
の
後

成
見
橋
下
の
河
原
で
舟
を
降
り
、
「
龍

馬
を
追
い
、
い
か
だ
を
通
し
て
肱
川
の

未
来
を
語
ろ
う
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

四
日
は
、
例
年
ど
お
り
、
成
見
橋
を

泊
ま
。
。

花
火
大
会

大
洲
の
夏
を
彩
る
「
川
ま
つ
り
花
火

大
会
し
が
、
今
年
も
八
月
三
目
、
四
日

の
二
日
間
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

夜
空
を
染
め
上
げ
る
花
火
の
競
宴
を
心

ゆ
く
ま
で
わ
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
川
ま
つ
り
行

事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

八
月
三
日
(
土
)

住
吉
神
社
大
祭

(
1四
日
、
終
日
)

弁
財
天
大
祭

(
i四
日
、
終
日
)

川
ま
つ
り
神
事
(
十
一
時
1
、
住
吉

神
社
)

花
火
大
会
(
二
十
時
1
、
肱
北
河
原
) ス

タ
ー
ト
地
点
に
H

い
か
だ
流
し
大
会
U

を
午
前
九
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
三
日
に
成
見
橋
下
の
河
原
で

開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、

当
日
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
開
始
時
聞
は
、
午
後
六
時
三
十
分

で
す
か
ら
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

第
八
固
い
か
だ
流
し
大
会
(
小
田
川

1
肱
川
、
成
見
橋
)

八
月
四
日
(
日
)

花
火
大
会
(
二
十
時
1
、
肱
南
河
原
)

第
八
固
い
か
だ
流
し
大
会
(
成
見
橋

i
肱
川
橋
下
)

神
伝
流
肱
川
下
り
(
十
時
1
、
臥
龍

淵
1
城
山
下
)

寛
之
さ
ん
来
洲愛
媛
夏
季
大
学

演
題
一
「
心
の
風
景
L

受
講
料
一
一
一
一
百
円

※
前
売
券
は
市
教
育
委
員
会
、
各
公
民

館
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
体
育
課
(
宮
⑫
2
1
1
1
内
線

3
7
4
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

五
木

今
年
の
夏
季
大
学
は
、
「
青
春
の
門
」

で
お
な
じ
み
の
作
家
・
五
木
寛
之
先
生

を
講
師
に
迎
え
て
、
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

戸
U

-
5
3
=

ロ

時
一
八
月
五
日
(
月
)

開
場
一
午
後
一
時

開
演
一
午
後
一
時
三
十
分

所
一
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

日場
八
月
十
日
は
「
道
の
日
L

、
八
月
は

「
道
路
を
守
る
月
間
」
で
す
。
毎
日
通

る
道
の
過
去
、
現
在
、
未
来
に
つ
い
て

考
え
、
道
路
を
美
し
く
使
う
こ
と
に
注

意
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

道
路
を
守
る
月
間
を
前
に
し
た
七
月

六
日
、
建
設
業
協
会
青
年
部
の
皆
さ
ん

が
、
市
道
大
州
徳
森
線
沿
い
の
植
木
の

せ
ん
定
や
草
刈
り
を
行
い
、
道
路
の
美

化
を
訴
え
ま
し
た
。
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平成3年8月1日

大洲市役所

市立大洲病院

消防事務組合

大

洲

市

役

所

おおず

採
用
予
定
人
員
(
)
内
は
学
歴
等

④
事
務
(
大
学
・
短
大
・
高
校
卒
)

五
人
程
度

⑮
技
術
(
大
学
(
土
木
工
学
科
)
・

短
大
・
高
校
卒
(
土
木
関
係
)
)

二
人
程
度

。
保
母
(
大
学
・
短
大
卒
)

二
人
程
度

⑨
幼
稚
園
教
諭
(
大
学
・
短
大
卒
)

一
人

⑧
調
理
員
(
高
校
卒
)三
人
程
度

⑨
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
(
高

校

卒

)

二

人

程

度

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
第
十
六
条
に
該
当
(
禁
治
産
者

な
ど
)
し
な
い
者

広報

②
採
用
後
は
、
大
洲
市
に
居
住
可
能

な
者

③
@
@
⑨
は
、
学
校
を
平
成
三
年
三

月
か
ら
平
成
四
年
三
月
ま
で
に
卒

業
(
見
込
)
の
者

④
⑮
は
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
平
成
四

年
三
月
ま
で
に
卒
業
(
見
込
)
の

者
⑤
)
⑤
⑥
は
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
平
成
四
年

三
月
ま
で
に
卒
業
(
見
込
)
の
者

受
付
期
間
七
月
二
十
九
日

1
八
月
十
五
日

※
な
お
、
調
理
員
は
、
七
月
二
十
九

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
受
付

そ
の
他
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く
は
、

地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
採
用
試
験

案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
長
公

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
⑫
2
1
1
1
内
線
2
2
1

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
人
員

④
医
療
事
務
職
員

⑮
看
護
婦

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
第
十
六
条
に
該
当
(
禁
治
産
者

な
ど
)
し
な
い
者

②
採
用
後
、
市
内
又
は
市
立
大
洲
病

院
に
通
勤
可
能
な
地
域
に
居
住
で

き
る
者

③
⑧
は
、
平
成
三
年
三
月
か
ら
平
成

四
年
二
一
月
ま
で
の
聞
に
大
学
又
は

短
期
大
学
を
卒
業
若
し
く
は
卒
業

見
込
み
の
者

④
⑮
は
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
看
護
婦

の
免
許
を
有
す
る
者
又
は
、
平
成

四
年
前
期
に
免
許
取
得
見
込
み
の

者

受
付
期
間

七
月
二
十
九
日

1
八
月
十
五
日

郵
送
の
場
合
は
、
平
成
三
年
八
月

十
五
日
ま
で
の
消
印
有
効

そ
の
他
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く
は
、

地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
(
医
療
事

務
職
員
・
看
護
婦
)
採
用
試
験
案
内
」

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
立
大
洲
病
院

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
⑫
2
1
5
1

一
人

十
五
人
程
度

。
大
洲
地
区

広
域
消
防
事
務
組
合

採
用
予
定
人
員

消
防
吏
員

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
心
身
と
も
に

強
健
な
男
子

②
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、
高
校
を
卒
業
若
し

く
は
平
成
四
年
三
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者

③
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
の
各
号

に
該
当
し
な
い
者

④
平
成
三
年
六
月
三
十
日
現
在
、
大

洲
市
、
長
浜
町
、
内
子
町
、
五
十

崎
町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
の
い
ず

れ
か
に
住
所
を
有
す
る
者
。
又
は
、

前
記
一
市
四
町
一
村
内
に
生
計
の

根
拠
を
有
し
、
就
学
中
の
者
。

受
付
期
間

七
月
二
十
九
日

1
八
月
三
十
一
日

※
詳
し
く
は
大
洲
消
防
本
部
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
⑫
2
6
6
5 一

名

年
金
制
度
は
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い

人
生
八
十
年
代
を
迎
え
、
ま
す
ま
す

進
む
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
こ
れ
か

ら
の
老
後
生
活
の
問
題
は
、
社
会
全
体

で
考
え
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
解
決

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
な
ど
公
的
年
金
は
、
老
後

生
活
の
所
得
と
し
て
欠
か
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
若
い
世
代
が
保
険
料
を
負

担
し
て
、
お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
、

自
分
た
ち
が
年
を
と
っ
た
と
き
に
は
、

次
の
世
代
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
て
も

ら
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
世
代
と
世

代
の
助
け
合
い
し
の
し
く
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
国
民
年
金
な
ど
公
的

年
金
が
安
心
し
て
頼
れ
る
制
度
で
あ
る

た
め
に
は
、
年
金
制
度
を
正
し
く
理
解

し
、
若
い
と
き
か
ら
し
っ
か
り
と
し
た

生
活
設
計
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す。

4 

水
は
大
切
な
資
源

水
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
大
切
な
H

生
命
の
源
H

で
す
。
そ

し
で
、
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
も
あ

り
ま
す
。
八
月
一
日
は
「
水
の
日
L

で

す
。
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
H

水
が
支

え
る
豊
か
な
社
会
以
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。



大

洲

市

・

喜

多

郡

・

東

宇

和

郡

の

八

実

施

期

間

川

市
町
村
で
構
成
す
る
N

肱

川

流

域

グ

リ

平

成

3
年
印
月

1
平
成
4
年
3
月
山

i
ン

ト

ピ

ア

構

想

事

業

化

推

進

協

議

会

山

(

叩

回

開

催

予

定

)

山

で

は

、

平

成

元

年

十

一

月

か

ら

、

パ

ソ

開

講

時

閉

山

コ

ン

教

室

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

午

後

1
時
1
午
後
5
時
予
定

こ
の
教
室
は
、
農
山
村
地
域
の
情
報
実
施
場
所

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
利
用
す
る
た
め
大
洲
市
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

の
人
材
育
成
を
図
る
た
め
に
開
講
さ
れ
(
大
洲
市
菅
田
町
菅
田
)

で
い
ま
す
。
今
回
の
募
集
が
最
終
期
に
受
講
資
格

な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
受
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
指
定
市
町

講

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

村

の

農

業

者

及

び

関

係

機

関

職

員

(
初
心
者
コ

i
ス

)

七

定

員

八

人

一
対
象
者
農
業
従
事
者
で
パ
ソ
コ
八
受
講
料
無
料
(
た
だ
し
教
材
費

ン

の

初

心

者

と

し

て

一

部

徴

収

す

る

こ

と

が

あ

り

ニ

講

習

の

内

容

ま

す

。

)

山

パ

ソ

コ

ン

の

基

礎

九

申

込

受

付

グ

リ

ー

ン

ト

ピ

ア

情

凶
パ
ソ
コ
ン
利
用
技
術
の
習
得
報
セ
ン
タ
ー
(
大
洲
市
東
大
洲
一
九

間
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
基
礎

O

E
⑫
2
2
5
5

おおず

(パソコン教室¥
受講生募集 J 

広報

ぷ縛ー鞠恥

入
居
有
募
集

大
洲
市
で
は
、
八
多
喜
地
区
に
完
成

し
た
元
町
団
地
の
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
3
年
7
月
白
日
(
月
)

1
8
月
日
日
(
火
)

入
居
資
格

市
内
に
在
住
又
は
勤
務
し
て
い
る
人

で
、
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
人

。
入
居
申
し
込
み
を
し
た
人
と
同
居
親

族
の
過
去
一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計

か
ら
各
種
控
除
(
扶
養
親
族
、
障
害
者
、

老
年
者
な
ど
)
を
し
た
も
の
を
十
二
で

平成3年8月1日

V
八
多
喜
元
町
団
地

市
営
住
宅
企

割
っ
た
金
額
が
、
十
一
万
五
千
円
を
超

え
て
十
九
万
八
千
円
以
下
の
人

募
集
戸
数

第
一
種
住
宅
十
二
戸
(
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
三
階
建
)

住
宅
の
面
積
等

面
積
は
六
七
・
八
七
平
方
日
(
約
二

十
一
坪
)
で
、
六
回
宜
が
三
部
屋
と
台
所
、

水
洗
便
所
、
浴
室
(
浴
槽
付
)

詳
し
く
は
、
総
務
財
政
課
公
営
住
宅

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
2
7

四五一」ノ、

hv
市
営
住
宅
パ

i
ス

受
給
子
続
を
忘
れ
ず
に

ー
児
童
扶
養
手
当

l

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、
も
し
く
は
、

養
育
者
に
対
し
て
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
(
た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
)
。

イ
父
母
が
離
婚

ロ
父
が
死
亡

ハ
父
が
障
害

ニ
父
が
生
死
不
明

ホ
父
が
一
年
以
上
遺
棄

へ
父
が
一
年
以
上
拘
禁

ト
未
婚
の
母
の
子

ト
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か

で
な
い
児
童

手
当
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
申
請
手

続
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

条
件
に
該
当
し
て
い
る
の
に
、
ま
だ
手

当
の
申
請
手
続
を
し
で
い
な
い
人
は
、

早
急
に
福
祉
事
務
所
(
宮
⑪
2
1
1
1

内
線
2
7
2
)
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
請
求
期
眼

昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以
降
に
前
記

の
条
件
か
満
た
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
条

件
を
満
た
し
て
か
ら
五
年
間
が
経
過
す

る
と
、
手
当
の
請
求
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

チ
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ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

六
月
三
十
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金
一
封
(
謝
礼
)
五
郎
峯
野
菊
男

金
一
封
(
謝
礼
)
平
野
町
堺
茂
俊

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

松

本

篤

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

梅

川

峰

乾

一

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)
平
野

町

浜

野

節

子

(

故

)

白

石

武

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)
東
大

洲

高

松

晴

賓

(

故

)

魚

谷

年

子

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

町

三

瀬

明

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

高

山

東

二

宮

健

治

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
・
新
谷
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
)

新

谷

町

滝

野

弘

志

(
物
品
の
口
座
)

衣
類
等
百
十
五
点

柚

木

古

森

テ

ル

子

コ
タ
ツ
敷
布
団
ほ
か
一
点

常

磐

町

曽

根

幸

子

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会



平成3年8月1日

高
ら
か
に
生
活
文
化
県
宣
雷

愛媛県

愛
媛
県
は
、
平
成
三
年
四
月
一
目
、

全
国
初
の
「
生
活
文
化
県
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。
一
生
活
文
化
県
宣
活
}

・
瀬
戸
の
海
は
、
涜
か
で
広
い
0

・
石
鎚
の
山
は
、
凍
と
し
て
高
い
0

・
瀬
戸
の
海
原
は
、
愛
媛
の
豊
鏡
を
象

徴
す
る
。

-
石
鎚
の
高
み
は
、
伊
予
の
創
造
を
象

徴
す
る
。

県
民
の
役
割
は

O
生
活
に
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
新
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
る
。

O
思
い
や
り
の
心
で
美
し
い
ふ
る
さ
と
、

心
の
通
う
社
会
を
つ
く
る
。

O
伝
統
文
化
を
伝
承
し
文
化
活
動
に
参

加
す
る
。

地
域
社
会
の
役
割
は

O
創
造
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
展
開
す

る。O
地
域
社
会
と
の
交
流
を
深
め
る
。

企
業
と
団
体
の
役
割
は

O
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
提
供
。

O
職
場
の
快
適
化
を
進
め
る
。

O
地
域
社
会
の
文
化
活
動
を
支
援
す
る
。

公
共
下
水
道
事
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

今
年
七
月
下
旬
か
ら
、
本
町
・
中
町
一
丁
目
、
桝

形
通
り
を
中
心
に
、
下
水
道
管
の
埋
設
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
。
工
事
の
進
行
に
伴
っ
て
、
通
行
制
限
な

ど
付
近
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
は
、
肱
川
の
水
質
浄
化
な
ど
快

適
な
市
民
生
活
を
築
く
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
事
業
で
す
。
そ
の
必
要
性
を
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
一

1
平
成
四
年
三
月
末

※
公
共
下
水
道
に
関
す
る
わ
問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
整

備
課
公
共
下
水
道
係
ま
で

宮

@
2
1
1
1
内
線
2
8
8
・
2
9
0

おおず広報

市
町
村
の
役
割
は

O
人
材
の
発
掘
と
活
用
。

O
個
性
的
な
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
を
進
め

る。O
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

県
の
役
割
は

O
生
活
と
文
化
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
。

O
県
民
、
地
域
社
会
、
企
業
団
体
、
市

町
村
の
活
動
を
援
助
し
先
導
す
る
。

ゆ
と
り
あ
る
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し

と
創
造
的
な
文
化
活
動
を
展
開
し
ま
し

ょ-っ。

「一街にロケが Jl  

L一一一ーやって来たJ

トラン chan
& 

じのぷchan

※
網
か
け
部
分
が
、
期
間
中

の
工
事
予
定
区
間

六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七
日
に
か

け
て
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
張
込
み
」
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
市
内
で
行
わ
れ
、
主

演
の
田
原
俊
彦
さ
ん
、
大
竹
し
の
ぶ
さ

ん
が
大
洲
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
ド

人
メ台、

表11
景品

霊長ぷ

ラ
マ
は
、
松
本
清
張
さ
ん
の
作
家
活
動

四
十
周
年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
る
も

の
で
、
九
月
二
十
七
日
放
送
の
予
定
で

す。

6 ー

六
月
七
日
、
八
多
喜
地
区
で
、
誤
っ

て
井
戸
の
中
へ
転
落
し
た
子
供
を
近
く

に
住
む
二
人
の
男
性
が
救
助
し
、
こ
の

度
、
市
消
防
団
分
団
長
会
の
席
上
で
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
八
多
喜
町
に

住
む
入
船
寛
さ
ん
(
臼
歳
)
と
上
岡
芳

高
さ
ん
(
刊
歳
)
の
二
人
。
事
故
当
日
、

直
径
約
八
十
セ
ン
チ
、
深
さ
約
七
・
三

メ
ー
ト
ル
の
井
戸
に
少
年
が
転
落
し
、

吸
水
パ
イ
プ
に
す
が
っ
て
救
助
を
求
め

て
い
る
の
を
入
船
さ
ん
が
発
見
。
上
岡

さ
ん
に
協
力
を
依
頼
し
、
ロ
ー
プ
を
使

っ
て
少
年
を
引
き
上
げ
、
救
助
に
成
功

し
た
も
の
で
す
。



おおず

労
働
者
派
遣
事
業
の

適
正
化
に
と
協
力
を

広報

労
働
者
派
遣
事
業
と
は

派
遣
元
事
業
主
が
自
己
の
雇
用
す
る

労
働
者
を
、
派
遣
先
の
指
揮
命
令
を
受

け
て
、
こ
の
派
遣
先
の
た
め
に
労
働
に

従
事
さ
せ
る
ご
と
を
業
と
し
て
行
う
こ

と
を
い
い
ま
す
。

派
遣
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は

十
六
業
務
に
限
ら
れ
、
し
か
も
、
労

働
大
臣
の
許
可
を
受
け
、
ま
た
は
届
出

を
受
理
さ
れ
た
事
業
所
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

従
っ
て
、
十
六
業
務
以
外
の
業
務
に

つ
い
て
、
注
文
主
の
指
揮
命
令
の
も
と

に
自
ら
の
雇
用
す
る
労
働
者
を
働
か
せ

水
漏遵〉

水業
当者
番

8 
(月
土 3
)日

神
田
鉄
工
所

宮
⑫
4
1
2
2

神
南
設
備

告

(
ω
4
6
8
4

城
戸
電
業
社

宮
(
⑪

2
9
4
4

久
保
鉄
工
所

告

(
ω
0
5
3
7

土
居
鉄
工
所
側

宮

(
ω
4
5
1
9

平成3年8月1日

8
月
4
日
(
日
)

8
月
刊
日

(
士
)

る
こ
と
は
法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
場
合
は
、
請
負
と
し
て
作
業
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
パ
ロ
!
ワ

i
ク
大
洲
ο

(
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
宮
@
3
1
9

1
)
ま
で

大
麻
・
け
し
の
栽
培
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

植
え
て
わ
る
い
け
し
は
、
あ
へ
ん
や

モ
ル
ヒ
ネ
の
原
料
と
な
る
た
め
、
法
律

で
そ
の
栽
培
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い

8 
(月
日 11
~日

蔵
田
水
道
庖

宮

(
ω
5
9
6
8

南
予
水
道
住
設
備

告
⑫
4
5
7
7

佐
藤
水
道
居

宮

(
ω
4
4
1
0

星
加
鉄
工
所

宮
⑮
0
0
2
0

浜
住
設
備

宮

(
ω
4
6
4
5

徳
森
設
備

宮
(
匂
4
0
2
3

滝
田
水
道
居

E
@
0
9
0
1
 

帰
丸
電
工
業

8 
(月
土 17
)日

8
月
四
日

(
日
)

8
月
往
日

ししま
よのす
う見
。分植
けえ
方て
をよ
よし、
く kナ
覚し
えと
てわ
おる
きい
まけ

植

え

て

よ

い

け

し

ひ
な
げ
し
、
わ
に
げ
し
な
ど
で
、
草

丈
は
比
較
的
低
く
、
全
株
の
表
面
に
粗

毛
が
生
え
て
お
り
、
葉
は
切
れ
込
み
が

深
く
、
濃
い
緑
色
で
す
。

植
え
て
わ
る
い
け
し

草
丈
は
一
日
以
上
で
が
っ
し
り
と
し
、

全
株
は
ほ
と
ん
ど
毛
が
な
く
、
ろ
う
が

か
っ
た
よ
う
な
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て

い
ま
す
。
葉
は
太
い
茎
を
半
ば
抱
く
よ

う
な
形
で
つ
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
大
麻
や
け
し
に
つ
い
て
疑
問

な
点
が
あ
れ
ば
、
大
洲
保
健
所
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
3
1
6
5

士

宮
⑪
5
3
5
1

中
野
管
工
事
工
業

宮

(
ω
3
7
9
2

一
二
原
設
備

宮

(
ω
3
7
8
3

西
田
水
道
庖

宮
⑫
0
2
6
5

い
の
水
道
工
事
底

宮
⑪
2
2
1
6

淳
山
水
道
工
事
唐

古
⑫
2
5
8
3

8
月
お
日

(
日
)

8 
(月
土 31
)日

No.153 

「
人
権
と
歴
史
」

③ 

大
和
朝
廷
が
で
き
た
こ
ろ
に
は
、
身

分
間
の
差
別
は
も
っ
と
は
っ
き
り
し
て

い
ま
し
た
。

大
化
の
改
新
で
、
全
国
の
土
地
と
人

民
は
す
べ
て
天
皇
中
心
の
国
家
の
も
の

と
な
り
、
「
公
地
公
民
」
の
制
に
基
づ

い
て
、
班
回
収
授
の
法
が
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
民
衆
を
分
割
支
配
す

る
た
め
に
、
身
分
制
度
を
つ
く
り
、
人

び
と
一
戸
一
良
L

と
一
「
哨
?
に
け
け
ま
し

た
。
賎
民
一
山
北
「
迂
品
]
の
蟻
涜
」
也
、
ば

、
ぽ
れ
ヲ
晴
、
二
唱
戸
、
陵
戸
、
家
人
、
公
奴

牌
、
私
奴
牌
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
で
、
賎
民
は
法
的
に
謹
捌
持
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
律
令
制
下
の

賎
民
の
数
は
、
全
人
口
の
約
十
%
、
五

1
六
十
万
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。古
代
賎
民
制
の
く
ず
れ

七
一

O
(和
銅
三
)
年
、
奈
良
に
立

派
な
都
加
わ
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

美
し
い
宮
殿
や
大
き
な
寺
院
が
、
国
の

費
用
を
多
く
つ
か
い
人
民
に
苦
し
い
仕

事
を
む
り
や
り
に
さ
せ
て
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

公
民
仕
よ
ば
れ
た
農
民
た
ち
の
拶
く

は

γ
収
諸
問
少
な
い
う
え
に
、
租
税
や

労
役
、
兵
役
な
ど
の
負
担
が
重
く
、
き

き
ん
や
伝
染
病
に
も
苦
し
み
ま
し
た
。

毎
日
の
苦
し
い
生
活
に
し
ん
ぽ
う
で

人
権
と
同
和
教
育

き
な
く
な
っ
た
公
民
や
奴
稗
た
ち
は
、

国
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た
口
分
田
を
す

で
で
、
浮
浪
人
に
な
っ
た
り
、
貴
族
や

寺
院
の
私
有
地
(
荘
園
)
に
逃
亡
し
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
都
を
守
る

兵
士
の
逃
亡
も
は
げ
し
く
な
り
、
人
び

と
の
抵
抗
は
、
集
団
的
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
貴
族
や
寺
院
は
、
奴
牌
や

家
人
、
逃
げ
込
ん
で
き
た
近
く
の
貧
し

い
公
民
を
つ
か
つ
で
、
新
し
い
土
地
を

開
墾
し
、
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

八
世
紀
の
中
ご
ろ
に
は
、
開
墾
地
は
永

し
ゅ
う
ざ
い
さ
ん

久
に
私
有
財
産
と
み
と
め
訪
れ
、
私
有

地
が
急
速
に
ふ
え
、
「
荘
園
」
が
で
き

あ
が
り
、
公
地
公
民
制
は
次
第
に
く
ず

れ
て
い
き
ま
す
。

(
こ
の
項
つ
づ
く
)

ー 7-
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旅
の
思

何崩
億円7
人事
の T
来季
'"・睡 「句、

著長:
:豊、p

z 
歳

四
国
は
遍
路
の
土
地
で
あ
る
。
千
年

の
普
か
ら
、
日
本
列
島
の
悔
み
を
か
か

え
た
人
々
が
四
国
の
土
地
を
旅
し
て
回

っ
た
。
多
分
、
そ
の
数
は
何
億
人
と
い

う
数
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
他
郷
の
人
々
が
、

長
い
時
間
に
わ
た
っ
て
集
ま
っ
て
来
た

場
所
は
、
日
本
の
ど
ご
に
も
な
い
と
思

う
。
そ
れ
も
、
集
ま
り
旅
す
る
人
々
は
、

皆
言
い
よ
う
も
な
い
苦
悩
を
か
か
え
た

人
ば
か
り
で
あ
る
。
:
:
:
遍
路
み
ち
は
、

ま
る
で
N

苦
の
河
“
の
よ
う
に
、
人
の

心
や
体
の
あ
ら
ゆ
る
H

苦
υ

を
漂
わ
せ

て
流
れ
て
い
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
い

や、

A
7
も
そ
の
流
れ
は
続
い
で
い
る
。

そ
の
道
筋
に
あ
る
大
洲
盆
地
の
人
々

は
、
お
び
た
だ
し
い
他
郷
の
人
を
迎
え
、

そ
し
て
見
送
る
と
き
、
ど
ん
な
言
葉
が

迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
送
る
に
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
た
だ
ろ
う
か
。

今
、
お
遍
路
の
旅
も
半
ば
に
至
っ
た
。

「
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
め
ぐ
り
」
の

パ
ス
で
の
旅
は
、
信
心
半
ば
、
観
光
半

ば
の
気
楽
な
旅
で
あ
る
。
同
行
の
人
た

ち
の
気
心
も
わ
か
り
、
札
所
札
所
で
合

掌
す
る
日
を
重
ね
て
い
る
と
、
日
増
し

に
心
の
安
ら
ぎ
が
深
ま
っ
て
き
た
。

夜
半
、
瀬
音
で
ふ
と
目
ざ
め
て
窓
辺

に
立
て
ば
、
眼
下
の
川
の
流
れ
の
み
白

く
光
り
、
黒
々
と
し
た
冨
士
山
の
山
容

が
追
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
じ
っ
と
見
つ

め
て
い
る
と
、
遠
い
昔
か
ら
、
杖
に
す

が
つ
で
た
だ
一
筋
に
歩
き
つ
づ
け
た
人

々
が
、
知
る
辺
と
で
な
き
他
郷
の
路
傍

を
自
己
の
終
罵
の
地
と
覚
悟
し
た
そ
の

心
情
に
思
い
が
至
り
、
路
治
と
し
て
落

ち
る
一
課
で
浴
衣
の
襟
を
漏
ら
し
て
い
た
。

明
日
は
、
十
夜
ヶ
橋
霊
場
に
参
拝
し
、

久
万
町
の
四
十
四
番
札
所
大
宝
寺
へ
と

旅
は
続
く
。

奥田寿美子さん

(北只.31歳)

No.11 ? 

おおず広報

V
長
野
県
で
生
ま
れ
、
一
二
歳
の
頃
か
ら

わ

た

だ

は
静
岡
県
磐
田
郡
豊
田
町
で
育
ち
ま
し

た。V
主
人
と
は
、
つ
ま
恋
に
あ
る
ミ
ニ
バ

イ
ク
の
レ

i
ス
場
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

二
人
と
も
バ
イ
ク
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

新
婚
旅
行
は
北
海
道
(
道
南
)
に
バ
イ

ク
を
持
ち
込
み
、
ツ
ー
リ
ン
グ
し
て
回

り
ま
し
た
。

V
昨
年
五
月
、
結
婚
と
同
時
に
大
洲
へ

や
っ
て
来
ま
し
た
。

V
こ
ち
ら
へ
来
で
初
め
て
感
じ
た
こ
と

は
H

交
通
マ
ナ
ー
が
悪
い
な
あ
H

と
い

う
こ
と
。
そ
れ
と
、
ゴ
ミ
の
分
別
の
し

方
が
割
と
大
ざ
っ
ぱ
な
の
に
は
び
っ
く

¥
り
し
ま
し
た
。

V
食
生
活
の
面
で
は
、
こ
ち
ら
は
句
の

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
(
特
に
山
菜

な
ど
て
と
て
も
豊
か
な
感
じ
が
し
ま

す
。
か
ま
ぼ
ご
や
じ
ゃ
こ
で
ん
な
ど
も

種
類
が
豊
富
で
お
い
し
い
で
す
ね
。

V
大
洲
の
人
の
話
し
方
は
、
全
体
的
に

柔
ら
か
い
感
じ
で
す
ね
。
で
も
最
初
の

頃
は
、
若
い
人
た
ち
が

ρ
ー
じ
ゃ
け
ん
U

な
ど
と
い
う
言
い
方
を
す
る
の
が
わ
か

し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

V
市
へ
の
お
願
い
な
ん
で
す
が
、
文
化

施
設
・
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
整
備
や
企
業

誘
致
に
力
を
入
れ
て
、
若
者
の
流
出
に

歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

く
だ
さ
い
。

6月末までの

大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

イ牛 数 108 114 

負傷者 1 45 155 

死 者 1 。

新
刊
図
書
案
内

中
国
博
物
館
総
覧
上
・
下

中
国
博
物
館
総
覧
刊
行
委
員
会

男
の
器
量
女
の
器
量
榎
本
勝
起
著

天
球
の
邪
馬
台
国
大
川
誠
市
著

男
の
生
き
方
四

O
選
上
・
下
城
山
三
郎
著

も

っ

と

深

く

近

藤

純

夫

著

世
界
紛
争
地
図

A
・
ボ
イ
ド
著

日
本
国
勢
図
会
引
矢
野
恒
太
記
念
会

育

児

休

業

法

糸

久

八

重

子

著

野

性

日

記

岡

田

昇

著

道

具

術

遠

藤

ケ

イ

著

さ
ら
ば
二
日
酔
い
半
田
節
子
著

棟
方
志
功
の
世
界
長
部
日
出
雄
著

私
は
か
く
闘
っ
た
千
代
の
富
士
貢
著

私
の
茶
道
発
見
勅
使
河
原
宏
著

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
来
た
男
根
深
誠
著

父

の

贈

り

物

中

井

貴

悪

著

2期

今月の納税

市県民税市
立
図
書
館

詩
を
贈
ろ
う
と
す
る
こ
と
は

谷
川
俊
太
郎
著

花

な

ら

ア

ザ

ミ

志

水

辰

夫

著

月

影

の

市

筒

井

と

も

み

著

信

長

を

撃

て

篠

田

達

明

著

窯
変
源
氏
物
語
1

橋

本

治

著

夏

至

高

橋

昌

男

著

決
戦
の
時
上
・
下
遠
藤
周
作
著

熟
れ
す
ぎ
た
林
檎
山
崎
洋
子
著

銀

河

動

物

園

畑

山

博

著

パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
ん
で
森
誼
拍
子
著

ス
キ
な
人
キ
ラ
イ
な
奴
小
島
直
記
著

最

後

の

治

療

師

鳥

巣

清

典

著

哀
し
い
目
つ
き
の
漂
流
者
工
藤
美
代
子
著

五
番
目
の
サ
リ

l

D

・
キ
イ
ス
著

悪
童
日
記

A
-
ク
リ
ス
ト
フ
著

虚
栄
の
箸
火
上
・
下

T
・
ウ
ル
フ
著 納期は9月2日です

- 8 ー
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ミニパスケッ 戸ム凶
w⑦~ 

留重' 、 11111. 、唱摺協調灘駅，

6月7日は「計量記念日」、大洲市内でも、

6月 5目、商品に表示された量目と実際の量

目との差が、適正な範囲にあるかどうかを調

べる「日計量巡視」が行われました。市内

在住の主婦5人が、市内のスーパーで2千円

分の買物をして、その量目を確認。結果は、

ほぽ適正と出たようです。

一日計量巡視

トボール大会

6月9目、第17回大洲市スポーツ少年団ミニバス

ケットボール大会が総合体育館で開催されました。

1部・ 2部の 2クラスに、市内の小学校から19チー

ムが参加。上位の成績は次のとおりでした。

C 1部〕優勝:平バスケット BC、 2位:菅田ミニ

バスケットスポ少、 3位:喜多ミニバスケットスホ。

少、南久米スポ少

C 2部〕優勝:大洲小ミニバスケットスポ少A、

位:八多喜スポ少、 3位:南久米スポ少、菅田ミニ

バスケットスポ少

2 

楠

を

寄

贈

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
開
幕

この度、大洲市ロータリークラブから、楠

(20年もの)

これらは、

5本が市に寄贈されました。

「環境保全や環境美化に役立て

との目的で送られたもので¥

ンプ土暑などに市直栽されています。

オートキャぱ」

9 -

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
、
女
子
引
リ

六
月
十
四
日
、
大
洲
市
で
初
め
て
の

ー
グ
戦
υ

が
閉
幕
。
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
総
合
体
育
館
で
開
会
式
が
行
わ
れ

た
後
、
閉
幕
試
合
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
リ
ー
グ
戦
は
、
大
洲
市
バ
レ

i

たやムで、ボ
チ 1也が、 i
!域参市ル
ムの加内協
が仲しの会
多間て女の
くがい性主
、集まチ催
年ます 1 で
齢つ。ム行
層て職、わ
も構場十れ
様成の六る
々さ仲チも
。れ間 l の

三
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
展
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